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研究成果の概要（和文）：本研究は、高次能力学習型反転学習において、学習者が抱く自己効力感の相違に対応
した効果的なブレンディッド・ファシリテーションの手法を明らかにすることを目的として実施された。研究の
成果として、(1) 高次能力学習型反転学習に対する自己効力感の分析と反転学習自己効力感尺度の作成、(2) 学
習者の反転学習に対する自己効力感を基にしたファシリテーション・マニュアルの作成、(3) 自己効力感の相違
に対応したブレンディッド・ファシリテーションによる反転学習の促進の3点があげられる。

研究成果の概要（英文）：This study purposed to identify effective blended facilitation techniques 
that  enhance learners' self-efficacy, and promote learning achievement in flipped learning. As a 
result, (1) a Flipped Learning Self-efficacy Scale consisted of 13 items was developed, (2) a 
blended facilitation manual for flipped learning was developed, and (3)interactions between 
learners' self-efficacy and blended facilitation techniques were identified.

研究分野： 教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって得られた知見により、課外での個人学習、教室での協働的学習、双方の成果を高める手法が教育
現場、社会に還元できると考える。すなわち、現在の我が国における重要な教育課題である自立した個として主
体的に学ぼうとする意欲や、他者と協働する力などを育む方策として求められている、反転学習を含むアクティ
ブ・ラーニングの在り方と、そこでの学習支援者としての教員の役割を検討する一助となるものと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
知識基盤社会において必要な能力として、創造力や批判的思考力、ICT 活用能力、コミュニ

ケーション能力などがあげられている。これらの資質・能力の育成を図るべく、学士課程にお
ける教育の質的転換が強く求められている。知識基盤社会では、多様な背景をもつ他者と協働
しながら、未知の課題を見出したり、解決したりしていく。このような社会の学習においては、
基礎的な知識・技能の定着を図る学習に加え、集団による協調的な協働学習が必要と考えられ
ており、その具体的な方策として反転学習が提案され、実践されている。 
反転学習は、この学習方法を提唱した J. Bergmann と A. Sams（2012）によって、「伝統的に

教室で行われていたことを家庭で行い、家庭で行われていたことを教室で行う学習方法」と定
義されている。現在、反転学習は初等教育から高等教育に至るまで、幅広い学校段階に導入さ
れている。反転学習の導入により、基礎的な知識・技術の習得を課外学習で図ることができ、
教室を協働や共創、課題解決のための学習の場とすることができる。また、結果として、教育
における最も重要な学習資源のひとつである「学習時間」の増加につながるとされる（Tucker, 
2012）。 
なお、反転学習は、学習者全員が一定の水準に到達することを目指す完全習得学習型（サン

ノゼ州立大学型）と高次の能力の習得を目指す高次能力学習型（スタンフォード大学型）とに
分かれるとされる（山内, 2014）が、本研究では、予習講義ビデオで身に付けた基礎的な知識・
技術を活用し、協働で課題解決や知識共創を図る、高次能力学習型反転学習を対象とする。 
高次能力学習型反転学習などの協働による学習では、ファシリテーターと呼ばれる学習支援

者の果たす役割が大きい（白井, 2011）。高次能力学習型反転学習は、予習講義ビデオの視聴に
よる課外での個人学習と、小集団による授業での協働的な学習活動から成る。学習者は、課外
での個人学習では自身の学習をモニターしながら自律的に学び、集合での協働学習では協調的
にコミュニケーションを図りながら学ぶ。そのため、学習支援者としてのファシリテーターに
は、個人学習を支援する知識・スキルに加え、グループ学習を支援する知識・スキルが求めら
れる。 
ファシリテーターとは、学習の場を設計、管理、調整することで学習を支援し、コミュニケ

ーションを促進する役割をいう。テクノロジー・ベースの学習におけるファシリテーションの
働きについては、①学習者の励ましや交流の促進、②学習の管理、③テクニカル・サポートが
提案されている（Kemshal-Bell, 2001）。こうしたファシリテーターの学習者への関わりにより、
学習者の自己効力感が高まり、自律的な個人学習ならびに協調的な協働学習が促進されると予
想される。しかし、反転学習におけるファシリテーションの重要性が指摘されながらも、どの
ようなファシリテーションが個人学習、協働学習、どちらの場面で、いかに学習者を支援する
かを実証的に検証した研究は、国内外を見回しても少ない。そのため、学習の場や学習者の特
性に応じたファシリテーションの効果はほとんど明らかにされていない。  
そこで、本研究では学習者の特性として、反転学習などの協働的学習に与える影響が大きい

ことが指摘されている自己効力感（Hewitt, et al., 2014）を取り上げる。本研究では、何に
対する自己効力感の低い学習者に対して、どの場面で、どのようなファシリテーションを行う
ことで、反転学習が促進されるかを明らかにすることを目的とする。つまり、特性処遇課題交
互作用の観点から、ファシリテーションの効果を検証する。なお、本研究では大学生を被験者
とする。大学生を被験者として用いるのは、O’Sullivan（1996）などの研究において、年少者
は成人と比べて知識の獲得・構成のための認知的操作をうまく行えないことが示されているか
らである。 
 
これまでの反転学習に関する研究は、反転学習の実践が中心であった。有効な実践テーマや

教材の構成などを検討するための知見が得られるという意味では、実践研究も重要ではある。
しかし、反転学習の効果は、「どのような学習者に対して」「どの場面において」行うのかを考
慮せずに検証することはできない。ところが、学習者の特性および個人学習／協働学習という
学習場面に対応した適切なファシリテーションについて、要因が統制されたもとで検証された
例はこれまでにほとんどない。どのようなファシリテーションの手法が、反転学習のどの場面
において、学習者の抱えるどのような自己効力感を高め、学習を促進するのかを検証するのは、
他に類を見ない本研究の独創的な点である。 
本研究の予想される結果としては、個人学習においては、自律的に学んだり、課題を遂行し

たりすることについての不安を抱える学習者には、学習の進捗状況をモニターしたり、学習計
画に対する助言を与えたりするなど、学習管理のためのファシリテーションを与えることで自
己効力感が高まるものと考えられる。一方、教材システムの操作方法や専門用語などに関する
不安を抱える学習者には、システムの操作方法や問題が発生した場合の対処方法などについて
のテクニカル・サポートを与えることで自己効力感が高まるものと考えられる。 
協働学習においては、話し合いの進行やまとめ方についての不安を抱える学習者には、話の

流れを整理したり、方向性を示唆したりするコメントを与えることで自己効力感が高められる
ものと考えられる。一方、グループでの話し合いや協働に関する不安、つまりコミュニケーシ
ョン不安を抱える学習者には、励ましや KRを与えることで自己効力感が高まるものと考えられ
る。 
本研究の予想される知見により、課外での個人学習、教室での協働的学習、双方の成果を高



める手法が教育現場、社会に還元できると考える。すなわち、現在の我が国における重要な教
育課題である自立した個として主体的に学ぼうとする意欲や、他者と協働する力などを育む方
策として求められている、反転学習を含むアクティブ・ラーニングの在り方と、そこでの学習
支援者としての教員の役割を検討する一助となるものと考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、高次能力学習型反転学習において、学習者が抱く自己効力感の相違に対応

した効果的なブレンディッド・ファシリテーションの手法を明らかにすることである。具体的
な目標は、次の 3つである。 
 
(1) 高次能力学習型反転学習に対する自己効力感の分析と反転学習自己効力感尺度の作成 
(2) 学習者の反転学習に対する自己効力感を基にしたファシリテーション・マニュアルの作成 
(3) 自己効力感の相違に対応したブレンディッド・ファシリテーションによる反転学習の促進 
 
３．研究の方法 
本研究の計画・方法は、次の 3つの段階から成る。 

 
(1) 調査、学習整備段階（研究初年度）：高次能力学習型反転学習の内容を検討するとともに、
反転学習教材を制作した。また、反転学習に対する学習者の自己効力感を把握し類型化するた
めに、反転学習自己効力感尺度を作成した。 
初年度（平成 28 年度）は、本研究目的(1)の「高次能力学習型反転学習に対する自己効力感

の分析と反転学習自己効力感尺度の作成」を行った。自己効力感は、調査対象から自由記述で
聞き取り、KJ法により分類するボトムアップ的手法で明らかにした。また、次年度からの反転
学習に備えて学習テーマ・内容を検討するとともに、教材を制作した。 
 
(2) 実験試行、学習分析段階（第 2年度）：反転学習を試行するとともに、学習者のヒアリング
調査結果を分析することで、教員の働きかけによって自己効力感がいかに変容するかを検証し
た。また、分析結果を基に、学習支援のためのファシリテーション・マニュアルを作成した。 
 第 2 年度（平成 29年度）は、本研究目的(2)の「学習者の反転学習に対する自己効力感を基
にしたファシリテーション・マニュアルの作成」を行った。まず、前年度に制作した教材を活
用し、反転学習を試行した。ついで、反転学習を体験した学習者に対するヒアリング調査を行
った。その結果を分析することで、どのような自己効力感の低い学習者に対していかなる支援
方法が効果的であるかを明らかにし、ファシリテーション・マニュアルを作成した。 
 
(3) 実験実施、学習者支援段階（最終年度）：学習の場と自己効力感の相違に対応したファシリ
テーションによって、自己効力感が高まり、反転学習が促進されることを検証した。 
 最終年度（平成 30年度）は、本研究目的(3)の「自己効力感の相違に対応したブレンディッ
ド・ファシリテーションによる反転学習の促進」を行った。まず、前年度に作成したマニュア
ルを使ってファシリテーター研修を行った。ついで、反転学習を実践した。最後に、学習成果
を検証することで、ファシリテーションの効果を明らかにした。 
 
４．研究成果 
研究目的である(1) 高次能力学習型反転学習に対する自己効力感の分析と反転学習自己効力

感尺度の作成、(2) 学習者の反転学習に対する自己効力感を基にしたファシリテーション・マ
ニュアルの作成、(3) 自己効力感の相違に対応したブレンディッド・ファシリテーションによ
る反転学習の促進について、以下の通りの研究成果を得た。 
 
(1) 高次能力学習型反転学習に対する自己効力感の分析と反転学習自己効力感尺度の作成 
 研究期間の初年度に調査対象から自由記述で聞き取り、KJ 法によって分類するボトムアップ
的手法で高次能力学習型反転学習に対する自己効力感を明らかにし、尺度作成のための追調査
を経て、最終的に13目から成る反転学習自己効力感尺度FLFS（Flipped Learning Self-efficacy 
Scale）を作成した。また、反転学習に際して学習者が抱く自己効力感の背景要因として、①コ
ミュニケーションに対する自己効力感、②学習成果に対する自己効力感、③学習計画に関する
自己効力感、④テクノロジー利用に対する自己効力感の 4要因を明らかにした。 
 
(2) 学習者の反転学習に対する自己効力感を基にしたファシリテーション・マニュアルの作成 
 研究期間の第 2年度に高次能力学習型反転学習に際しての適切かつ有効な支援としてのブレ
ンディッド・ファシリテーションの手法を検討した。まず、初年度に明らかにした学習者の高
次能力学習型反転学習に対する自己効力感の背景要因と内容を基に、第 2年度に高次能力学習
型反転学習を体験した学習者がどのような教員の指導・支援を望むかを自由記述で尋ねた。結
果、家庭での個人学習における学習計画づくりや教室での協働学習における話し合いの促進を
望んでいることを明らかにした。これらの結果を基に、高次能力学習型反転学習におけるブレ
ンディッド・ファシリテーションを①学習マネジメント、②学習の動機づけ、励まし、③協働



的相互作用の調整及び促進、④技術的問題についての助言・支援の 4つに分類した。 
 
(3) 自己効力感の相違に対応したブレンディッド・ファシリテーションによる反転学習の促進 
 研究期間の最終年度には、どのようなファシリテーションが、いかなる自己効力感を高め、
結果として協働的な学びを促進し得るかという問題を扱った。すなわち、学習者の自己効力感
の相違に応じた、特定化されたファシリテーションが効果的に働くことを実証実験によって検
証した。その結果、家庭での個人学習においては、一人で学習を遂行したり継続したりするこ
とに対して不安を抱える学習者は、学習の進捗状況をモニターしてフィードバックしたり、目
標進捗率を定期的に伝えたりするなど、学習マネジメントのためのファシリテーションを与え
られることで、自己効力感が高まり、結果として個人学習の進捗率が高まることが示された。
また、反転学習教材の操作方法や専門用語などについての不安を抱える学習者は、教材の操作
方法や問題が生じた際の対策などの技術的問題についての助言・支援を与えられることで、自
己効力感が高まり、結果として個人学習の進捗率が高まることが示された。 
 教室での協働学習においては、話し合いを進めたり、取りまとめたりすることに対する不安
を抱える学習者は、話し合いの流れを調整したり、方向性を示したりするコメントを与えられ
ることで、自己効力感が高まり、結果として協働学習の成果が高まることが示された。また、
グループのメンバーとの交流や協働に対する不安を抱える学習者は、励ましや動機付け、フィ
ードバックを与えられることで自己効力感が高まり、結果として協働学習の成果が高まること
が示された。 
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